
犬
正
四
信
平
六
局
二
千

-a第
三
種
田
信
物
語
可

4
6
司
-
一
四
-
司
語
句
叫

辛子琶聖日一月/，、5f!:.凡ヨ~n 陪

品調

桐
積
税
改
造
の
一
案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
理
工
博
士
神
戸

利
子
の
資
本
菩
積
に
及
ぼ
す
作
用
・
・
・
文
皐
博
士
高
田

赤
子
の
夫
折
統
計
観
・
・
・
・
・
・
・
・
・
活
率
一
博
士
財
部

院

町

拾

醐

局
替
戦
争
マ
」
闘
魚
替
の
騰
貴
，
••• 

-
筏
望
小
博
士
谷
口

研

世

附

れ

簿
記
の
目
的
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
皐
士
峰
川
虎
三

資

本

蓄

積

論

・

・

・

'

径

一

立

士

柴

田

敬

信
用
統
制
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
・
き
持
率
士
松
岡
孝
見

韻

特

何

回

家

の

相

積

擢

・

経

一

立

干

士

三

谷

道

麿

所
謂
『
買
上
税
一
に
就
い
て
・
・

••• 

，
終
潜
皐
土
佐
伯
玄
洞

百

貨

庖

ミ

専

門

庖

・

・

‘

.

経

湾

宰

士

堀

新

一

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

叢

議

韓

瞳

静保正
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百
貨
席
と
専
門
広

百
貨
広
三
専
門
底堀

新

百
貨
腐
と
一
専
門
底
の
限
界
政
に
そ
の
将
来
に
枕
て
は
種
々
な
る
見

解
が
行
は
れ
て
居
る
。
左
に
考
察
せ
ん
と
す
る
つ
F
E
R
E
H
d山
口
氏

内
所
説
の
如
曹
は
、
中
で
も
最
も
特
異
た
、
従
っ
て
最
も
泊
目
ナ
べ

き

-4tN片
レ
目
玉
、
島
一
T
z
d
Fいわ
b
M
U
ド
ょ
う
。

-
E
F
E
-
-
E
L町

a
Z

我
等
が
今
百
貨
屈
専
門
屈
の
閥
企
業
形
態
が
幣
来
如
何
な
る

程
度
迄
闘
争
の
必
然
的
運
命
に
置
か
れ
て
居
り
、
叉
如
何
友
る

程
度
迄
双
方
相
た
づ
き
え
て
一
の
登
山
恒
的
小
寅
ぃ
駒
栄
組
織
の
設

展
を
速
準
す
ぺ
き
可
能
の
も
と
に
あ
る
か
を
考
察
す
る
に
営
つ

て
は
、
先
づ
そ
の
前
提
と
し
て
百
貨
府
専
門
屈
の
雨
概
念
を
定

立
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
然
し
耐
者
は
そ
の
闘
客
の
種
類
に

於
て
、
質
に
於
て
、
流
動
的
左
る
事
を
見
て
も
了
解
さ
れ
る
如

く
、
そ
の
経
管
形
態
の
厳
密
た
匝
別
を
た
す
事
は
悩
め
て
難
し

と
す
る
所
で
る
る
が
、

一
一
路
次
の
如
〈
定
汁
持
す
る
事
が
出
来
よ

ぅ
。
百
貨
屈
と
は
相
互
に
一
定
の
有
機
的
た
連
繋
掛
係
に
立
た

第
三
十
七
巻

第

~J}t 

四

二
九
四

な
い
商
品
を
取
扱
ふ
小
衰
形
態
で
あ
り
(
例
へ
ば
衣
服
と
靴
)
、
之

に
反
し
専
門
庄
と
は
使
用
叉
は
消
費
の
揚
合
感
受
的
に
岡
山
仰
の

目
的
に
役
立
つ
商
品
を
取
扱
へ
る
小
貰
形
態
と
云
ふ
事
が
出
来

る
。
と
の
芯
味
に
於
て
は
例
へ
ば
靴
屋
が
靴
下
を
取
扱
ひ
家
具

屈
が
敷
物
、
窓
掛
を
取
扱
ふ
も
、
向
一
専
門
肢
と
呼
ぶ
事
が
刊
来

る
c

-一
E
t
h寸ハ
h
h
く」

f
fヲ
る
寺
、

ま
一

E
j
A
-
1
-
7一司』

J

H

E
r
:
I
h
-
-
t
;
d
o
:
 

1
1ノ

4
5
:
z
一一

1
1
H
t

t

サ
タ
一

L
一
1
7
1
f
4

つ
の
表
現
形
態
を
見
司
令
そ
の
一
つ
は
企
業
の
財
政
上
、
組
織

上
、
勝
山
共
上
、
販
買
上
に
於
て
中
央
の
指
導
の
も
と
に
立
つ
も

の
で
百
貨
山
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

(
巧
担
問

2
5ロ
u
r
c
=
N
0
2
M
)

或
は

百
貨
庇
の
連
鎖
組
織

ぜご『
g
E
5
2
5
-
P
E
o
r
)
と
云
は
る
L

も
の
で
あ
り
、
今
一
つ
は
我
等
が
大
都
市
の
郊
外
叉
は
中
小
都

市
等
に
於
て
崖
ミ
見
る
形
態
で
あ
っ
て
、
例
令
仕
入
上
は
何
等

か
の
連
繋
関
係
を
布
す
る
も
の
が
多
く
左
っ
て
来
た
と
は
い

へ
、
財
政
上
組
織
上
に
於
て
は
一
定
の
狐
立
を
維
持
し
て
居
る

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
針
し
て
専
門
出
も
亦
本
質
上
一
一
一
つ
に
分
類
し
得
。

は
二
宮
戸
『
一
E
C
へ
の
名
の
も
と
に
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

こ
れ
は

。ttoJ，日t7.inger，¥¥?arenhnl1s und Spezialgeschti.ft 、Pl'Oblemedes Warenhau吋 s.
105-112) 



央
版
刷
問
、
を
主
と
し
、
そ
れ
に
上
述
の
意
味
に
於
け
る
多
少
の
副

商
品

(
2
0一
き
明
2
3
0
2
)
を
取
扱
ふ
も
の
で
、
二
は
所
謂
同
有

の
専
門
屈
で
あ
っ
て

〈
食
料
品
盾
靴
底
英
服
府
或
は
男
子
用
出
合
服

底
女
子
用
出
来
合
服
底
白
如
し

J

第
一
一
一
の
形
態
は
田
合
地
方
、
小
都

市
に
見
る
所
の
も
の
で
経
神
的
に
は
百
貨
屈
の
名
を
阻
(
へ
ら
れ

て
居
な
い
が
、
全
住
民
の
全
値
的
需
要
に
慮
中

J

ぺ
く
設
け
ら
れ

た
も
の
で
混
合
庖
(
の
ゆ
宮
晶
子
言
E
S
T
E
L
E高
)
官
問
屋
等
と
云

は
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
、

こ
れ
は
叉
飯
沼
な
上
泌
の
意
味
で

は
専
門
扉
と
も
一
Z
(
お
い
で
あ
ふ
ろ
〉

元
来
こ
れ
等
の
限
界
は
極
め
て
可
動
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

年
を
経
る
に
従
っ
て
一
定
の
概
念
が
人
々
の
頭
に
植
え
つ
け
ら

れ
、
多
種
類
の
商
品
を
取
扱
ふ
大
規
模
小
費
庇
が
百
貨
屈
で
、

或
限
定
問
の
範
閣
内
の
商
口
聞
を
取
扱
ふ
も
の
が
専
門
底
で
あ
る

と
考
ふ
る
に
至
っ
た
。

註
、
=
同
E
P
E
Z，u
と
亡
者
PEw-==三
の
意
義
は
よ
〈
混
同
せ
ら
札

勝
で
あ
る
。
己
主
司
一
四
2

氏
に
よ
れ
ば

-
P
2
7
2
5
と
は
大
韓
鴻
費
上

高
の
約
刊
%
乃
至
川
町
%
以
上
は
織
物
類
を
取
扱
ひ
哉
の
川

C
J乃
至

ω

次
は
副
商
品
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
う
て
-
ハ
ヨ
ぎ
ま
が
幕
開
屈
な
る

以
上
そ
の
商
品
聞
に
は
互
に
連
繁
関
係
が
あ
る
べ
き
だ
が
こ
白
動
、

百
貨
底
と
裏
門
広

S
-
2
2
7
pま
の
商
品
が
相
互
に
無
闘
係
な
る
と
異
る
の
で
あ
る
。瞥

し

た
。1.1，.

今上
百に
11l ，於
底て
と大
本膿
門仲j
ん~ /.'r-
なコ =-
1])引3

別 s
w.t!: 
上叫

白守
の r

f告
示就
るで

と
専
門

屈
の
業
務
に
は
季
節
的
に
は
一
定
の
繁
閣
が
あ
る
諜
で

(
例
へ

ば
外
来
日
聞
の
貰
上
が
大
祭
日
の
前
に
多
い
と
か
、
糖
菓
(
肉
。
司
自
司
君
)

が
春
そ
の
季
に
多
い
加
し
)
特
に
央
服
類
の
如
き
は
そ
の
月
に
よ

り
日
曜
も
大
き
な
賀
上
高
の
相
違
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
か
h
h

る

季
節
酌
額
動
む
剰
州
方
訟
は
州
企
訟
の
山
中
一
業
上
に
大
串
口
伝
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
鞘
に
最
有
利
及
地
位
に
あ

り
旦
こ
れ
を
最
も
巧
に
利
用
し
つ
L

あ
る
経
営
形
態
と
し
て
は

今
日
百
貨
庄
の
そ
れ
を
あ
げ
る
事
が
出
来
る
。
先
づ
百
貨
庄
は

か
・
込
る
率
節
的
商
品
を
飾
窓
に
列
ぺ
v

ま
僻
に
力
を
詑
ぎ
、
或

そ
の
季
節
h

N

h

を
利
用
し
て
大

量
の
腕
資
を
刷
る
と
共
に
か
L

る
自
然
的
な
季
節
時
党
動
九
年
」
待
つ

は
目
ぼ
使
利
友
一
階
に
列
べ
て
、

の
み
な
ら
や
、
更
に
人
工
的
に
何
々
週
間
、
大
賀
山
山
し
等
を
武

け
て
そ
の
頁
上
を
調
節
し
、
主
と
し
て
商
品
に
値
化
さ
れ
て
居

る
所
の
粧
品
百
資
本

E
z
t
g吉
田
出
宮
一
)
、
器
業
揚
所
(
の

2円
-zps

第
一
一
一
十
七
巻

丸.
ヨE

第

!!!.t-
m 

四



百
貨
底
と
幕
門
底

E
E
)
及
び
業
主
投
に
使
用
人
の
持
働
力
(
旨
言
-
N
r
E
3

IC 
よ

り
表
現
さ
る
L
小
寅
商
業
上
の
三
ツ
つ
粧
品
百
係
数
(
同
出
与
さ
一
正

rem-出
位
。
=
)

を
出
来
る
限
り
同
格
に
保
ち

R
最
も
古
同
〈
維
持
す

る
事
に
つ
と
め
て
居
る
。
之
に
反
し
て
そ
の
商
品
の
貰
上
が
李

節
的
支
配
の
も
と
に
あ
る
キ
門
庄
に
於
て
は
か
L

る
可
能
は
M
M

め
て
少
い
の
で
あ
る
。

と
L
に
が
て
一
抗
守
U
E
針
広
と
山
守
山
川
広
化
財
古
却
に
院
す
る

陛
の
判
断
を
下
す
事
は
出
来
る
が
、
夏
に
こ
の
雨
形
態
の
配
給

組
織
上
に
於
け
る
特
質
は
如
何
友
る
方
面
に
登
揮
さ
る
べ
き

か
、
購
買
者
か
ら
、
或
は
一
世
曾
的
に
如
何
た
る
判
断
が
下
さ
れ

評
償
さ
る
べ
き
ゃ
に
就
て
、
向
一
段
の
考
察
を
た
す
震
に
は
岡

形
態
に
取
扱
は
る
t
商
品
の
品
質
に
就
て
一
考
す
る
事
が
必
要

で
あ
る
。
元
来
商
品
は
そ
の
品
質
上
か
ら
賛
漂
口
問

(
『
h
E
H
z
m

《

-z目
}
日
門
町
田
戸
)

中
等
町
四
F
E
=
z
o
O
E
一
=
伊
丹
)

下
等
口
町
(
E
E
{
}
2
0

。ロmHE
S円
)

に
三
分
す
る
事
が
出
来
る
。

と
-
A
K
賛
深
口
聞
と
は

生
産
商
品
中
の
最
上
の
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
需
要

の
程
度
を
超
過
せ
る
良
質
一
夜
材
料
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

中
等
口
聞
と
は
普
通
一
般
の
要
求
と
耐
久
性
に
注
意
を
燐
ひ
か
t
A

集
コ
一
十
七
巻

第
二
抗

ずL
P、

四
四

る
要
求
に
適
し
た
材
料
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
下
守
口
聞
と

は
一
般
に
最
下
等
の
材
料
に
過
波
の
労
働
を
加
へ
る
事
に
よ
り

作
ら
れ
た
も
の
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
さ
れ
ば
閥
日
経
桝
上
最

も
追
求
の
使
値
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
ら
れ
た
弊
慨
が
最
も
大
き

な
効
用
を
一
示
す
も
の
は
中
山
市
f

日
川
で
あ
っ
て
、

F
A中
寸
!
日
〉
日
台
工

/一

l
n
v一主

f
l

同
日
午
〈
肱
民
力
を
高
め
る
事
に
上
っ
て
之
を
除
去
す
る
事
が
最
も

望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
然
し
今
日
の
丙
貸
出
専
門
山
は
共
に

以
上
の
品
質
の
成
も
の
を
採
用
し
て
侍
業
を
行
っ
て
居
る
の
で

あ
る
が
、

と
h
A

に
最
も
注
意
す
べ
き
は
最
近
百
貨
屈
は
勿
論
大

一
専
門
庇
に
於
て
も
殆
ん
ど
最
下
等
品
を
除
去
し
て
は
経
替
の
持

演
が
出
来
ι
な
く
な
っ
て
成
る
事
で
あ
る
。

こ
れ
は
か
L
る
経
待

般
の
も
と
に
於
て
は
、
近
時
最
高
利
潤
獲
得
の
目
標
が
濃
厚
と

友
り
、
時
間
兵
力
は
一
定
し
て
居
る
関
係
上
、

こ
れ
が
た
め
に
は

A
1
迄
問
題
と
友
ら
た
か
っ
た
一
般
民
家
へ
の
進
出
が
重
要
た
意

議
を
有
す
る
に
至
り
、

か
L

る
民
衆
獲
得
の
矯
の
争
は
必
然
的

に
こ
の
傾
向
を
も
た
ら
ず
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
近
時
我
闘
の

百
貨
庄
が
安
物
本
位
に
走
り
つ
L

あ
る
事
も
こ
の
一
面
左
物
語

る
も
の
で
あ
ら
う
。



勿
論
乙
れ
に
封
し
顧
客
企
出
来
る
限
り
接
鰯
を
保
ち
、
例
令

少
く
と
も
確
買
な
牧
益
を
目
標
と
し
て
居
る
の
が
多
く
の
専
門

屈
の
獄
況
で
あ
る
事
は
云
迄
も
-
泣
い
。
か
く
て
我
等
は
企
業
の

財
政
管
理
上
よ
り
見
れ
ば
、
一
は
投
下
資
本
に
封
ナ
る
最
高
利

潤
を
目
標
と
す
る
も
の
、
二
は
経
営
資
本
の
大
小
に
闘
は
ら

や
‘
彼
等
の
専
門
的
危
商
品
知
識
を
基
礎
と
し
て
、
一
般
に
彼

等
の
生
計
維
持
に
必
要
な
資
金
を
得
ん
と
す
る
も
の
が
あ
ワ

て
、
百
貨
応
は
前
者
の
最
た
る
も
の
で
あ
り
多
く
の
専
門
庇
は

後
斉
に
閑
却
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
来
よ
う
。
然
し
こ

L

に
的
考
察
ナ
ベ
司
法

ι前
者
の
形
態
特
K
百
貨
応
そ
φ
他
連
鎖

屈
の
如
き
大
経
営
の
占
む
る
割
前
が
街
精
々
小
寅
鳩
額
の
日

l

却
%
の
位
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
如
何
に
説
明
さ
る
べ
き
か
。
こ

れ
が
た
め
に
は
輩
に
経
皆
者
の
目
標
の
み
友
ら
や
、
購
買
者
の

立
場
に
立
っ
て
考
察
す
る
事
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

さ
て
雨
経
管
燈
の
閥
係
挫
に
そ
の
賂
来
を
判
断
す
る
震
に
最

も
必
-
姿
友
の
は
購
買
者
の
立
場
に
よ
る
夏
に
精
密
な
る
考
察
で

あ
る
が
、
と
れ
は
三
つ
の
観
結
が
あ
る
。
削
購
買
居
の
祉
曾
的

構
成
(
の

gzznEr--nzfzrZ『

L
S
F
客自円
rrz)
仰

百
貨
腐
と
事
門
底

需
要
商
品
の
種
類
(
旨
円
♀

ι
g
N
E
L
R
Z
E
S
F己
記
官
}
一
既

に
同
立
揚
の
問
題
(
∞
宮
口
品
。
』
門
中
島
問
叩
)
。
第
一
の
問
題
は
必
然
的
に

購
民
者
と
し
て
の
男
女
の
別
の
問
題
に
閥
聯
し
、
そ
の
研
究
は

先
づ
雨
者
の
心
哩
的
考
察
よ
り
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
男
子
は
主

と
し
て
専
問
底
を
愛
好
す
る
。
蓋
し
今
日
の
大
部
分
の
男
子
は

被
傭
者
と
し
て
の
生
活
を
送
り
彼
等
の
時
間
の
利
用
は
極
め

て
、
速
に
且
有
効
た
ら
ん
事
を
欲
す
。
彼
等
は
自
分
の
望
む
も

の
L
か
買
は
た
い
。
彼
等
は
陳
列
や
葱
飾
に
見
と
れ
た
り
誘
感

Z
P
L
Z
』
・
3
』

3
・一一ミキ
J
h
E
、
。
士
山
帆
己
記
ケ
』
ぺ
む
引
3
u
こ
斗
リ

J
Z
F

J

二
オ
芦

t
v，包
3
Z百
司

K
7
6
1
U
息
自

l
'担
当
J
ん
百
件

E
U
M
i
-
-
e
E

専
門
的
智
識
を
も
っ
て
居
る
事
は
販
賞
者
に
封
し
専
門
的
相
談

相
手
と
し
て
封
せ
ん
事
を
希
望
す
。
女
子
の
方
は
全
く
反
謝
で

彼
等
は
買
物
が
一
種
の
気
晴
で
あ
り
慰
で
あ
る
。
一
物
を
得

τ

他
物
を
望
み
、
従
っ
て
底
員
の
一
暗
示
や
陳
列
に
釣
込
ま
れ
る
事

も
多
い
。
百
貨
庄
は
と
の
女
性
の
心
理
を
巧
に
利
用
し
一
摘
を

女
性
の
震
に
提
供
し
、
之
に
よ
り
夏
に
全
尚
日
聞
に
封
す
る
閥
聯

的
欲
望
を
起
さ
し
む
る
方
法
を
と
る
と
共
に
、
他
面
で
は
商
品

を
し
て
語
ら
し
な
一

F
Z
巧
担
自
国
司
百
円

Z
B一
方
策
を
と
-P、

専
門
屈
に
見
る
如
き
購
賞
者
の
注
視
或
は
彼
等
と
無
益
に
時
を

過
す
事
を
防
い
で
居
る
。
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百
貨
底
主
導
門
庖

失
に
需
要
商
品
の
種
類
で
あ
る
が
こ
れ
に
三
つ
の
種
類
を
拳

げ
る
事
が
出
来
る
。
日
用
需
要
日
間
・
挙
節
的
需
要
品
・
賛
津
品
。

勿
論
こ
の
三
者
は
購
買
居
の
所
得
の
異
る
に
よ
り
可
動
的
た
も

の
で
あ
る
。
今
日
用
需
要
品
と
は
家
庭
用
具
家
具
食
料
品
の
如

き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
日
々
不
可
快
攻
性
賃
上
消
費
者
側
に

専
門
的
知
日
識
批
判
力
も
で
き
、
従
っ
て
か
h

る
商
口
間
に
あ
っ
て

は
円
以
悦
利
た
、
日
岡
山
火
債
な
所
に
引
付
け
ら
れ
る
。
季
飾
的
同
町
一
m
嬰

凹
川
は
そ
の
需
要
が
一
定
の
矧
聞
を
経
て
殺
生
す
る
も
の
で
、
例

へ
ば
衣
服
類
の
需
要
家
具
の
一
定
時
期
に
於
け
る
新
調
の
如
き

と
れ
に
属
し
、
か
L

る
商
品
は
、
流
行
の
影
響
品
質
債
格
等
の

誘
因
に
よ
り
可
動
的
に
影
響
さ
る
k

事
が
多
い
。
質
津
口
聞
と
は

所
得
使
用
の
仕
方
に
就
て
見
た
も
の
で
、
そ
の
質
に
於
て
、
且
互

に
於
て
、
時
に
於
て
、
決
し
て
必
要
快
〈
ぺ
か
ら
古
る
も
の
で

は
な
い
も
の
を
云
ふ
。

第
三
は
立
揚
の
問
題
で
あ
る
が
と
れ
は
男
女
の
別
に
か
L

は

ら
や
こ
に
分
つ
事
が
出
来
る
。
一
は
事
務
的
購
買
法
と
で
も
云

ふ
べ
き
も
の
で
そ
の
遂
行
は
迅
惑
と
手
軽
た
事
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
と
れ
に
謝
し
他
は
貨
物
を
全
く
一
の
快
業
と
心
得
る
も
の
で

あ
る
。

第
三
十
七
巻

第
二
競

九
i¥ 

一
四
六

か
L
る
一
一
一
観
賠
は
百
貨
庄
世
に
専
門
底
の
賂
来
の
考
察
に
首

っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
例
へ
ば
男
子
が
専
門
底
を
愛
好
す

る
事
は
上
述
の
如
し
と
し
て
、
女
子
に
て
も
日
常
品
は
専
門
底

へ
、
そ
の
他
の
季
節
品
質
津
品
に
て
は
典
型
化
さ
れ
均
一
化
さ

れ
て
居
る
も
の
は
百
貨
屈
に
取
扱
は
る
L

が
、
高
級
口
聞
の
如
宮

は
百
貨
屈
の
取
扱
口
聞
の
圏
外
に
あ
る
。
事
務
的
購
買
の
揚
合
は

専
門
庇
が
灘
ば
る
h

事
も
筏
H
却
に
惣
像
さ
る
。

か
く
て
氏
は
百
貨
居
専
門
底
の
各
小
責
配
給
上
に
於
け
る
領

域
機
能
を
指
示
し
た
後
そ
の
賂
古
川
は
雨
者
『
封
立
』
す
べ
き
に

非
宇
し
て
『
併
立
』
す
べ
き
の
飴
地
を
認
め
、
現
在
の
百
貨
底

問

題

が

二

言

-
S
E
E
r
-品
名
ONE-m白
円

E
骨
こ
に
非
や
し
て

巧
E
E
}
E
E
C
-
2
8昭一と伺
O
R
E句
、
の
名
の
も
と
に
論
ぜ
ら

れ
て
居
る
事
を
不
思
議
た
り
と
し
て
居
る
。

私
は
本
論
文
を
最
初
は
R

J
〈

R
g
g巴
印
ミ
と
公
開

E
P匝
5
・"

の
字
義
の
探
宗
的
興
味
か
ら
一
読
し
た
。
然
し
そ
の
中
に
百
貨

底
、
専
問
底
の
各
機
能
は
如
何
な
る
方
面
に
最
も
一
位
曾
的
に
合

理
的
に
褒
揮
さ
れ
つ
L
あ
る
か
を
見
出
し
、
そ
の
相
互
の
領
械

を
侵
さ
ピ
る
事
に
今
日
の
百
貨
底
問
題
解
決
の
鍵
を
見
出
さ
ん

と
す
る
我
等
の
見
解
と
一
服
相
通
や
る
も
の
あ
り
、
こ
れ
と
与

に
氏
の
見
解
を
中
心
に
考
察
し
た
所
以
で
あ
る
。


